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１．はじめに 

学校法人 愛知医科大学の愛知医科大学病院（以下、本

病院と記載する）は、平成18年9月25日に愛知県より

災害拠点病院（基幹災害医療センター）として指定され

た。また、高度医療・先進医療を担う責任ある特定機能

病院として、災害時の医療業務の継続と信頼・安全性の

向上を図り、地域に開かれたサービスを提供する先進的

な機能病院を目指し、平成23年7月に新病院棟の建築に

着手、平成26年5月開院を目指して現在工事中である。 

２．愛知医科大学病院 新病院棟の概要 

２．１ 工事概要 

・敷地面積：100,370.71 [m2] 

・延床面積：110,935.18 [m2]（立体駐車場 他含む） 

・構造： 鉄骨造、一部鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（基礎免震） 

・階数： 地下1階、地上15階 

・病床数：800床（ICU系：75床含む） 

・手術室数：19室 

２．２ 設備概要 

・受変電設備：6.6[kV]（既設 特高変電所より） 

・電気室数：10室  

・総変圧器容量：22,200 [kVA] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．電気設備への想い 

本病院は、災害拠点病院としての病院運営の中枢を建

築中の新病院棟に置くため、「電源供給の信頼性向上」に

多大なる留意を図っている。本稿では、災害や事故など

不測の事態でも病院機能の維持、医療機器の安定稼働を

目的とした、BCP対策に着目した。 

４．電気設備のBCP対策 

４．１ 電気設備の信頼性向上策 

図1に電気設備概要図を示す。信頼性向上策として、 

① 特高変電所から｢最重要系統｣｢重要系統｣｢一般系統｣

の 3 系統を 2 回線布設し、系統別自律分散と連絡母

線による相互バックアップの構成としている。 

② 非常用ガスタービン発電機（2,500kVA）を2台保有

し、72時間運転可能な備蓄燃料と2台のうち1台は

都市ガス（中圧 A）でも運転可能なダブルフューエ

ル発電機を採用している。また、太陽光発電設備の

連系、電力会社からの移動電源車接続の確保など一

次エネルギーの分散化を実現している。 

③ 生命維持・医療情報機能電源として、大容量UPSを

並列冗長構成とすることで如何なる事態でも停電さ

せない電源としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図1 電気設備概要図 



 

④ 電力監視は直送系、ネットワーク系で冗長化された

監視用統合ネットワークに接続されている。 

以上のように設備・幹線共に二重化、相互バックアップ

され、特A、A、B、Cの4種類に分けられた負荷に電源

を供給している。 

４．２ 監視システムの統合化 

これまでの中央監視設備は、電気設備や自動制御設備

など設備毎で独立したシステムで構築され、中央監視室

までスタンドアローン接続されて各種端末により監視を

していた。今回、新病院棟では情報通信技術を用いた監

視用統合ネットワークを構築し、各設備の監視信号を統

合している。主な設備は、電力監視装置（BACnet）、自

動制御装置、照明・誘導灯装置、入退出管理装置、監視

映像装置（ITV）、IP電話、標準時計（NTP）、気象情報

端末(地震・雷)などが接続されている。 

本病院内の各所にAP（アクセスポイント）を設ける事

で、移動体端末からのアクセスにより中央監視室に向か

わずとも、現場で設備の状況などが把握できる。また、

監視サーバーが Web サーバーを基本にしていることで、

監視端末の汎用性が確保されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1 改修前の中央監視室風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．３ 電気設備の保守管理性 

本病院におけるBCP実現に向けて、クラウド式次世代

BEMSを構築した。その目的は、維持運用業務を大学施

設管理者だけでなく、管理運営委託会社、各設備業者・

メーカーの専門家、保守メンテナンス会社がプライベー

トクラウド接続することにより「どこでも中央監視室」

を実現することにある。これにより、ジャストインタイ

ムでの運用が可能になり、各専門家がエネルギー使用量、

システム稼働状況などの評価分析を行い、その時の本病

院の運用に合った最適化計画を立案する。また、緊急非

常時は、関係者が故障箇所・内容、図面などの情報を共

有することで迅速かつ適切な対応が可能となる。 

５．まとめ 

本病院の新病院棟建築に際し、災害時における運用を

考慮し、建築技術的な検討だけでなく、電気設備におい

ても、災害拠点病院として稼働するための施策を様々取

り入れた。本稿では、医療機器等の安定稼働の一つであ

る「BCP対策」に着目して報告した。 

将来的には、現場監視機能を最適化させ、プライベー

トクラウドへの移行させるためのステップである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真2 改修後の中央監視室風景 

 

 

 

 

 

 

図2 クラウド式次世代BEMS概念図 

 


